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１．ＧＫＰ広報大賞とは 

本賞は、下水道界で展開されている広報活動のうち、他業界への効果的な訴求など下水道イン

フラの価値を高める上で優れていると思われる広報活動事例を「下水道広報プラットホーム」

（ＧＫＰ）が広く発掘、表彰し、下水道界に広く普及させることを目的とします。また、グラン

プリは国土交通大臣賞の候補事例としてＧＫＰが推薦します。 

 

２．対象 

次のいずれかに該当する事例を対象とします。下水道界の団体のみならず、各種ＮＰＯ、ボラ

ンティア団体、市民団体、学校等における活動についても対象としています。 

❑グランプリ・準グランプリ 

下水道インフラの価値を高める上で最も優れている、又はこれに次ぐと認められた事例。 

❑部門別表彰 

部門毎に最も優れていると認められた事例。 

❑特別賞（審査委員特別賞、会員投票特別賞） 

上記のほか、審査員、会員等による評価が特に高かった事例。 

 

※ 部門別表彰について 

媒体や広報の主体等を勘案し、下記の部門ごとに表彰します。 

（１）報道部門 

①テレビ報道部門、②新聞報道部門、③雑誌等報道部門 

（２）広報部門 

①行政広報部門、②企業・団体等広報部門（ともに広告を除く） 

（３）広告部門 

（４）電子媒体部門 

 

３．応募事例 

 平成 28 年度は以下の計 20 事例がエントリーされました。 

（１）報道部門 

①テレビ報道部門  ………３事例 

②新聞報道部門   ………１事例 

③雑誌等報道部門  ………エントリーなし 

（２）広報部門 

①行政広報部門   ………９事例 

②企業・団体等広報部門 …４事例 

（３）広告部門      ………３事例 

（４）電子媒体部門    ………エントリーなし 

 

４．選考 

審査委員会に先駆けて会員投票（個人会員１票、団体会員３票）を実施しました。 

ＧＫＰ広報大賞審査委員会は平成 28年６月 27日（月）に日本下水道協会５階会議室で開催し、
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上記会員投票の結果も踏まえて各賞を決定しました。 

【ＧＫＰ広報大賞審査委員会メンバー】 

審査委員長：長岡 裕（ＧＫＰ会長） 

審査委員 ：江戸家小猫（ＧＫＰ会員） 

 〃   ：加藤裕之（ＧＫＰ企画運営委員長） 

      代理 

      栗原秀人（ＧＫＰ企画運営副委員長） 

 〃   ：小林由夏（ＧＫＰアドバイザー） 

 〃   ：曽小川久貴（ＧＫＰアドバイザー） 

 〃   ：頼あゆみ（ＧＫＰ理事） 

※頼委員は事前に文書にて投票、審査会は欠席 

 

５．表彰式 

 平成 28年７月 27日（水）、下水道展’16名古屋の会場である「ポートメッセなごや」のパブリ

ックゾーン・スイスイ下水道研究所ステージで、14時より表彰式を行います。 

 グランプリ、準グランプリには賞状と記念の盾を、その他部門賞などの受賞事例には賞状を贈

呈します。 

 

６．受賞事例 

 各受賞事例は以下の通り決定しました。受賞内容および評価は参考資料１「受賞事例と評価ポ

イント」をご覧ください。 

 

【グランプリ】 

・うんち大研究！下水道ワークショップ ～うんちはどこからやってきて、どこへ行くの？～ 

（国土交通省水管理・国土保全局下水道部） 

【準グランプリ】 

・「テレビ番組を活用したマンホール蓋の魅力紹介」（日之出水道機器株式会社） 

【部門賞】 

◇報道部門賞 

・下水処理水再利用による飼料用米栽培に関する研究（山形大学農学部食料生命環境学科） 

◇広報部門・行政広報部門賞 

・下水道ＰＲポスター「開けてみる？」の制作（千葉県柏市役所） 

・マンホール蓋を活用した下水道広報活動（神戸市建設局） 

◇広報部門・企業団体等広報部門賞 

・立体地図 東京透視模型“みえ～る君”（学習用キット）（東京下水道設備協会） 

◇広告部門賞 

・電車ビジョン、ラジオ番組による水インフラのプレゼンス向上（メタウォーター株式会社） 

◇電子媒体部門賞 

・該当なし 

【特別賞】 

◇審査委員特別賞 

・「下水道公開講座」下水道事業啓蒙活動への参加（管路情報活用有限責任事業組合） 

◇会員投票特別賞 

・水の歴史資料館（名古屋市上下水道局） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料１ 受賞事例と評価ポイント 



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

謎解き形式で「ウンディー」

隊長と隊員サポートのもと、

下水道のお勉強。 

エントリーする団体名の名称 

国土交通省水管理・国土保全局下水道部 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

下水道企画課 峯 健介 

TEL :03-5253-8427 

MAIL:mine-k82ac@mlit.go.jp 
代表者氏名 

下水道部長 塩路 勝久 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

 

部門名 

行政広報部門 部門 

事例名 

うんち大研究！下水道ワークショップ 

～うんちはどこからやってきて、どこへ行くの？～ 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

「うんち大研究！下水道ワークショップ」は、全国どこでも楽しく下水道や水・資源

の循環について学習できる国土交通省が作成した環境教育プログラム（ワークシ

ョップ）で、これまでに小学校や科学館等で８回開催しています。 

○制作目的 

予算・人的制約、ノウハウ不足で下水道広報戦略が打ち出せない自治体からの声

を受け、誰でも簡単に下水道広報出来るツールを作成し活用されることで、各地

で環境教育が評価される土壌を作ることが目的です。 

○プログラムのポイント 

・子供たちにとって身近な「うんち」を軸に、「食物・飲料水→身体→排泄→下

水道→処理→河川・海（資源化）→食物・飲料水」という循環から、健康的な生活と下水道の役割の両

方について学習出来ます。 

・職員扮する「ウンディー探険隊」が学習をサポートします。 

・子ども自らが「紙の溶け比べ実験」に参加するなど、体験を盛り込むことで学びが深まるように工夫

しています。 

 

 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

・ワークショップは身近な道具を準備するだけでＯＫです。 

・教材やシナリオはアレンジができるので、環境教育が初めての方でも簡単に実施できます。（運営マ

ニュアルは国土交通省ＨＰで公開しています。） 

・子どもたちが地域の下水道に目を向け、親近感をもってもらえるよう、ワークショップの中で、開

催地の下水道（処理場やご当地マンホール等）を紹介するなど工夫しています。 

・プログラムは、下は４歳から上は６年生まで、幅広い子どもたちに対応できます。 

・多くの団体が連携する場合であっても、当日に通し練習するだけで本番も成功できます。 

・国土交通省職員だけでなく地方公共団体職員主催のワークショップが広がっています。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

謎解きを進める「うんち循環図」 職員扮する「ウンディー探検隊」 
子どもたちも興味津々の 

「紙の溶け比べ実験」 

【グランプリ】

【評価】環境学習に必要な材料をツール化し、地方公共団体を巻き込んで展開している点 
を高く評価した。下水道の役割を健康的な生活とリンクさせて面白く仕上げたシナリオは秀 
逸であり、初めての職員でも容易に実践できることから、今後一層の拡がりが期待される。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

日之出水道機器株式会社 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

日之出水道機器(株) 広報部 山田秀人 

電話：03-3585-2177 

MAIL：h-yamada@hinodesuido.co.jp 
代表者氏名 

取締役社長 浦上紀之 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

 

 

部門名 

報道部門 ①テレビ報道部門 

事例名 

テレビ番組を活用したマンホール蓋の魅力紹介 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

 

企画背景 

毎週日曜１８：００から放映されているテレビ朝日系のテレビ番組より、取材相談があり対応しました。 

当番組は、国民的人気アイドルグループがメインを務める番組で、我が国ニッポンにある世界に誇れるモノを学び、その素晴らしさに触れ

ることで皆に勇気とパワーをお届けしている３０分番組です。 

当初提示された企画（案）は、マンホール蓋の製造工程を体験しながら学ぶ１５分企画でしたが、単に楽しいだけでなく下水道広報という

観点も考慮し、「日本のマンホール蓋が世界に誇れる文化物」と言う事を軸に、製造方法体験の他にデザイン性の魅力、こだわりのモノ造

り、高度な安全機能についてを内容に盛り込んだ企画となりました。 

結果、企画枠は１５分から３０分に拡大され、当社全面制作協力の上、番組１本全てマンホール蓋に特化した内容となりました。 

 

放送内容  

１．マンホール蓋の製造方法（体験） 

２．マンホール蓋のデザインの素晴らしさ 

３．マンホール蓋の高度な安全機能 

 

 

 

 

 

 

放送結果 

非常に高視聴率な放映となり、推定８００万世帯が視聴されました。 

また、好評だった事もあり、後日放送された総集編でも大きく取り上げて頂きました。 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

 

普段下水道の広報にはなかなか登場することのない現役トップアイドルの冠番組で、しかも日曜日のゴールデンタイム（１８：００～１８：３

０）に２度に渡り放送されたことは、マンホール業界だけでなく、下水道業界における広報効果が非常に大きかったと感じています。 

また、放送後は業界内外で広く話題となり、ツイッターやＷＥＢ等でも多数取り上げられました。 

以上内容により、普段下水道に触れる事の少ない若年層にも下水道広報が出来た結果となりました。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

１ ２ ３ 

【準グランプリ】

【評価】人気番組の企画において、当初の予定より長い特集が組まれた背景に、日之出水 
道機器が日頃取り組んでいる広報活動の集積と、取材時の高いプレゼンテーション能力を 
垣間見ることができる。放送内容も秀逸だった。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

山形大学 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】

山形大学農学部食料生命環境学科教授 渡部徹 

〒997-8555 山形県鶴岡市若葉町 1-23 

Tel/Fax: 0235-28-2907 

Email: to-ru@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp 

代表者氏名 

山形大学農学部食料生命環境学科 

教授 渡部徹 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】

 

部門名 

(1)報道部門 ②新聞報道部門 

事例名 

下水処理水再利用による飼料用米栽培に関する研究 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

■概要：下水処理水に残留する肥料成分（窒素やりん）を水田灌漑に有

効利用することで、低コストで高品質な飼料用米の栽培に挑戦している。

すでに土木学会の賞を受賞する成果を挙げている（右写真）が、平成28

年度には、鶴岡市およびJA鶴岡との共同研究として実規模水田での実証

実験を開始し、最終的には資源循環システムの実現を目指している。 

■広報：研究によって引き出される下水道の様々な可能性を、共同研究

者として巻き込む方法で他業界へ深く伝えた。平成27年11月には、

BISTRO下水道推進チームの会合を開催し、研究内容を発信するととも

に、地元の有名シェフを招くことで一般市民の注目を集めた（下左写真）。

それをきっかけに、本研究が農業関係の専門紙（日本農業新聞）や雑誌

（農耕と園芸など）で紹介された。平成28年5月の水田の開所式では、早乙女姿で田植えを行い、その様子を新聞

等で紹介することで一般市民に親しみやすい形で広く下水道の新たな役割を広報した（下右写真）。今後も収穫

時などに同様のイベントを行い、継続して広報していく予定である。 

■開所式：平成28年5月24日、鶴岡浄化センターに作った圃場に、関係者及びマスコミを集めて開所式を行った。

天気にも恵まれ、終始和や

かな雰囲気で式は進んだ。

飼料用品種「べこあおば」

の苗を手植し、その様子は

多くのマスコミに撮影され

た。JA鶴岡の榎本理事は「土

づくりに必要な肥料代を抑

えることができれば生産者

にとって大きなメリットに

なる」と語り、研究に期待

を寄せた。その後に行われた勉強会では、処理水以外の下水道資源の活用にもついても議論された。 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

・研究は他業界（JA鶴岡や地元企業）も巻き込んだ共同研究とした。 

・水田の開所式には、一般紙をはじめ、専門紙、TV局（NHK他）など10社近くのマスコミが取材に訪れた。 

・開所式では，早乙女姿で苗を手植えし、その様子を新聞等で紹介することで，一般市民に親しみやすい形で広

く下水道の新たな役割を広報した。 

・JA等も含めた勉強会を行い、処理水だけでなく熱利用など下水道の更なる利用に向けた活発な議論を行った。

・ユネスコ食文化創造都市・鶴岡の食や地域振興との連携も強く、今後さらに他分野への広がりが期待できる。

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

開所式の様子を、一般紙をはじめ、専門

紙、地元紙、地元テレビ局などさまざま

なメディアが紹介！（5月25日山形新聞）

BISTRO下水道推進戦略チームの第

8回会合を鶴岡市で開催！(写真は

水の天使と奥田シェフ) 

土木学会東北支部技術開発賞の受

賞を関係者等に広く紹介 

【報道部門賞】

【評価】これまで下水道広報が行き届かなかったフィールドで、下水道のプレゼンス向上に 
つながる活動が展開された点を評価。大学が下水道界とジョイントした先進的な事例であり、 
下水道を取り巻く新たなコミュニケーションの方向性を示している。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

柏市 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

土木部下水道経営課 西川 

Tel 04－7167－1409 Fax 04-7167-2586 

gesuikeiei@city.kashiwa.lg.jp 
代表者氏名 

柏市長 秋山 浩保 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

 

 

部門名 

 広報部門①行政広報部門 

事例名 

下水道ＰＲポスター「開けてみる？」の制作 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

 マンホールは普段地面にあり，誰もが毎日目にしています。しかし，開けられないもので，身近に

ありながら遠いものです。 

 そんなマンホールがポスターになって開けられるとしたら？このポスターはそんなマンホールとヒ

トとのキョリをぐっと近づけるために作成しました。まずは開けてみてもらうことで，下水道を知っ

てもらうきっかけ作りとしました。開けて頂いた方の数だけ，下水道の「見える化」が進んでいます。 

・制作枚数：100枚 

・設置箇所 

 平成27年下水道の日に併せて柏市内の各駅11箇所 

（ＪＲ、東武アーバンパークライン、つくばエクス 

プレス）、公共施設29箇所（市役所，近隣センター 

等）、各小学校42箇所に掲示しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他，柏駅でデジタルサイネージを使ったキャンペ 

ーンを行ったり，マンホールサミットに出展しました。 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

 普段は重たくて開けることができないマンホールを手軽に開けることができることにこのＰＲポス

ターの特徴があります。市内各駅や各小学校に掲示して普段下水道に関心がない人たちに訴求するこ

とで，下水道を身近に感じてもらえるきっかけとなりました。実際に開けてみた人からは，「何が入

っているのか，思わず開けてみたくなった」，「駅で開けてみていたらバスを逃してしまった」とい

った声をいただき，多くの方に関心を持ってみてもらうことができました。 

 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

 
柏駅での様子 

 

柏市内小学校での様子 

 

マンホールサミット 

【広報部門・行政広報部門賞】

【評価】日常から非日常（下水道の世界）へ。マンホールの奥を覗いてみたいという気持ちを 
刺激するアイデアが秀逸で、他団体への波及が期待できるシンプルさも評価の決め手となっ 
た。まだ粗削りな部分があり、今後の完成度の向上と戦略的な展開を期待。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

神戸市 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

神戸市建設局東水環境センター 管理課 

山口 幸斗 

TEL:078-451-0456 

email:higashimizukan@office.city.kobe.lg.jp 

代表者氏名 

神戸市建設局長  末永 清冬 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

 

部門名 

行政広報部門 

事例名 

マンホール蓋を活用した下水道広報活動 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

 

 神戸市建設局東水環境センターではこれまでに、下水道事業の広報・啓発を目的として毎年春に処理場で

開催している「アーモンド並木と春の音楽会」等のイベントの他、地域の行事等に積極的に参加し、地域と

連携した広報活動を実践している。この取り組みにより、地域団体の方の下水道事業に対する理解は着実に

深まっており、今後は更に多くの市民の方に理解を深めていただきたいと考えている。 

そこで、下水道をより身近なものに感じてもらう広報アイテムとして、従来のマンホール蓋を調理器具と

しての機能を発揮できるよう加工した「マンホール鉄板」を製作した。このマンホール鉄板は、地域団体の

方へ貸し出し、様々なイベントで「マンホール鉄板焼き」として利用されている。その他にも、現在注目を

集めるデザインマンホール蓋の展示コーナーをセンター内に設置し、これらは平成２７年度に開催された

「関西マンホールサミット」でも活躍した。 

このマンホール蓋を利用した広報活動は新聞等のメディアにも取り上げられており、現在では、下水道の

取り組みを知ってもらうための一つのきっかけとなっている。 

    

エントリー事例の特徴 

 全国各地の名勝等をあしらったデザインマンホールがあるなど、現在、マンホールの蓋は日本の文化の一つと

いえる。東水環境センターでは、市内の特徴的なマンホール蓋の展示を実施するなど、いかに一般の方々に下水

道への興味を持ってもらえるかの観点からPRを工夫してきた。マンホール蓋への関心を契機としてさらに、処理

場の施設見学等を通して、下水道の役割・重要性について伝えていきたいと考えている。 

 また、普段生活する場面では思いもつかないマンホール蓋を鉄板焼きの鉄板として利用することは、珍しさ等

から地域のイベントでは注目される存在となっており、市民の方々に下水道に興味を持ってもらうための効果が

あると考えられる。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

デザインマンホール蓋展示コーナー マンホール鉄板焼きの実例 

【広報部門・行政広報部門賞】

【評価】マンホールの蓋が、アイデア１つで、人々を魅了する調理用鉄板となった。その発想 
力と実現に向けた関係者の努力、神戸市から他都市へと横展開された実績を高く評価した。 
地域住民によって様々な場で活用されている点も素晴らしい。

tel:078-451-0456


平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

 一般社団法人 東京下水道設備協会 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

（株）水道産業新聞社 

企画出版部 生地 央 

【電話：03-6435-7644、Fax:03-3438-0025、

E-mail shoji@suidousangyo.jp】 

代表者氏名 

一般社団法人 東京下水道設備協会  

     会長 片岡 啓治 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

 

部門名 

     広報    部門 

事例名 

立体地図 東京透視模型“みえ～る君”（学習用キット） 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

（一社）東京下水道設備協会は、（株）水道産業新聞社、（一財）日本地図センターと協働し、下水道展

'15東京会場で、通常のブース展示に加えて、広く下水道への関心を高めることを目的に、主に子供たちを

対象として、下水道管路図と通常の地図を立体的に重ねられる地図模型を作るイベント（２日目の午後半日）

を実施した。このイベント用に企画、制作したものが東京透視模型“みえ～る君”である。         

 

 

 

 

 

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が

優れていると考えている点を明記願います） 

【東京透視模型“みえ～る君”のねらい】 

普段、見えない下水道を見える化できるか？見える化を通じて、下水道に関心を持ってもらえないか？そこで、

下水道管路図と様々な地図を立体的に重ねることを考えた。東京透視模型“みえ～る君”を作り、出来上がった地

図を自由に重ねることで、下水道関連施設が街のどのような場所にあるのか、下水道が地形を生かして作られてい

ること、さらに、再生水の管路も地図に入れることで、下水処理場の、いろいろな役割に気付くことができる。 

【地図模型作りイベント実施して】 

＜参加者：24名、 うち小学生以上2名＞ 

面白かった：17名、勉強になった：23名、また作りたい23名 

付添いの保護者からは、「簡単にわかりやすく作ることができました」

「見える工夫が良かったです。大人用にひとつ欲しかった」、「機会があっ

たら落合水再生センターに行ってみたい」、「普段、何気なく使っている水

のことが身近になったと思います」と好意的な感想が寄せられた。イベント

会場以外でも下水道展会場で会期中配布。イベントと合わせ用意した200あまりのキット全てが配布された。 

【今後の展開の可能性】 

地図模型を作った子供や保護者からは、好意的な評価を得ることができた。また、東京都下水道局を通じて、小

学校の先生方にも提供。地形的に特徴のある下水処理場を中心に、モデルケースを増やし、地域住民、あるいは

子供たちと下水道関係者とのコミュニケーションツールとして広め、進化させていくことにしている。 

 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

東京透視模型“みえ～る君” 

＜キットの内容＞ 

①説明書、なぞり用地図 ②透明地図シート 

③透明なフタ（７枚） ④土台（１枚） 

出来上がった地図を自

由に重ねる 
今回は、東京都下水道局の落合水再生センター周辺をモデ

ルケースにした。 

イベント会場の模様 

【広報部門・企業団体等広報部門賞】

【評価】手作り地図模型に下水道を採り入れたアイデアと、見えなかったものが見えてくると 
いう、参加意欲を掻き立てる仕掛けが秀逸。まだ改善の余地はあるが、下水道関係者と市 
民とのコミュニケーションツールとして魅力的であり、教育現場を中心に普及が期待される。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

メタウォーター株式会社 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

大瀬良 栄一(CSR推進室 広報 IR部) 

TEL：03-6853-7317 

E-mail: oosera-eiichi@metawater.co.jp 
代表者氏名 

代表取締役社長 木田 友康 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

部門名 

広告部門 

事例名 

電車ビジョン、ラジオ番組による水インフラのプレゼンス向上 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

数あるメディア媒体の中で、無意識のうちに刷り込み効果が期待できる電車内「ビジョン放送」（視

覚への訴え）と民間「ラジオ番組放送」（聴覚への訴え）に着目。継続的に繰り返される日々の放送

を通じて、水インフラが身近で親しみをある存在と自然に認識してもらうことを狙いとして放送した。 

 

電車ビジョン 

東日本、JR西日本、東京メトロの車両ビジョンにおいて、水循環への興味を喚起させるため、シンプルで

親しみ易いキャラクターの動きによる、記憶に残りやすい影像を制作・放送した。 

4月～6月の各月1週間、12月～2月の各月1週間の放映期間中には、利用者数約2000万人のうち100万人以上

が認識。放送映像は当社HPにも掲載している。 http://www.metawater.co.jp/news/detail/20160316NuV.html 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルラジオ番組の放送 

オリジナル番組『メタウォーター presents 水音スケッチ』を2015年10月より毎週火～金曜日放送。（2016

年4月からは毎週月～金曜日）番組では毎回全国各地の「水と音の親和性」をテーマに「日本の水風景」を

紹介する本編と、下水道の役割をおもしろおかしく伝えるオリジナルCMを提供し、毎日40万人以上が視聴。 

また、GKPと共同出展した｢エコプロダクト2015｣開催期間中においては、

番組にミス日本の水の天使柴田美奈さんに登場いただき来場を促すメッ

セージを放送し公表を博した。 

 CMきれいになったわけ.wma CM水に流す編 .wma       

CM水に流すアンサー編.wma  

エントリー事例の特徴（施策等そのものの特徴ではなく、施策等を発信する広報戦略及びその効果が優れて

いると考えている点を明記願います） 

コストパフォーマンスに優れ、かつ刷り込み効果が高い媒体を選択し、広く一般に対し訴求した。親しみや

すい映像・音声を継続的に発信するにより、無意識下で自然に「水インフラ」への親近感を創り出した。ラ

ジオ放送ではリスナーからのコメントでも満足する結果が得られている。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

※アイコンをクリックすると音声 

が再生されます。 

【広告部門賞】

【評価】下水道界でいち早く車両ビジョンに着眼し、短い時間で印象に残りやすい映像を製 
作・放送した企画力を評価。また、聞き手との距離が近く、親近感が得られやすいラジオの 
特徴を活かし、コメディー調のＣＭを製作するなど、際立った広告戦略が見られる。

http://www.metawater.co.jp/news/detail/20160316NuV.html


【審査委員特別賞】

【評価】下水道管の中を包み隠さず見せる映像の力を駆使し、驚きや感動とともに下水道の 
役割や魅力を伝えるコンセプトが優れている。また、児童から社会人まで幅広い層を対象に、 
毎年２～３回、継続的に実施している関係者の努力も高く評価した。



平成２８年度「ＧＫＰ広報大賞」エントリーシート 

 

エントリーする団体名の名称 

 名古屋市上下水道局 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】

中村 一登（調査課） 

電話052-972-3713 FAX052-951-1208 

chosa@jogesuido.city.nagoya.lg.jp 
代表者氏名 

 名古屋市上下水道局長 丹羽 吉彦 

（他薦の場合）上記団体を推薦する団体の名称 担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】

 

 

部門名 

行政広報部門 

事例名 

水の歴史資料館 

事例の概要 

 水の歴史資料館は、平成26年9月にオープンした、上下水道事業の歴史や役割、そして防災

についてわかりやすく学べる資料館です。本資料館は、広報的な役割に加え、事業関係資料や

モノを収集・整理することにより、貴重な資料が散逸することを防ぐ役割も担っています。

 

      外観        下水道布設認可書    戦争中のマンホール    雨水ポンプインペラ 

                                認可稟請書 

下水道に関する主な展示 

① 享保１４年名古屋絵図 ※複製 

享保14年（1729年）の名古屋城下図です。生活排水の流路などが描かれています。 

② 下水道布設認可書・認可稟請書（明治39年） ※複製 

認可を求める稟請書です。当時の内務大臣である原敬の名前が確認できます。 

③ 堀留下水処理場大要（昭和5年）※複製 

日本で最初の「活性汚泥法」による下水処理場の処理過程を図で示しています。 

④ 太平洋戦争中に造られたマンホール 

「下水」の大きな文字が特徴的なマンホールです。 

⑤ 雨水ポンプインペラ（昭和9年） 

   雨水を川に排出するために使用していたインペラ（羽根車）です。 

エントリー事例の特徴 

・名古屋における下水道インフラの役割について、近世の生活排水処理、近代下水道の供用開始、活

性汚泥法の導入などによる発展、そして現在の災害対策などについて、歴史を追いながらわかりやす

く学んでいただくことを通して、下水道の重要性をＰＲしています。 

・下水道の魅力が実感をもって伝わるように、映像やパネル展示に加えて歴史的な資料やモノも展示

しています。 

・下水道と水道の歴史や役割を一体的に学んでいただくことで、水循環全体の中における下水道の役

割がより伝わりやすくなっています。 

・TOTO株式会社にトイレの命名とトイレ内での製品PRの権利を提供する代わりに、トイレ用設備の提

供と内装デザインへの協力を得ています。こうして創出した快適なサニタリースペースの利用を通し

て、下水道インフラが支える快適さを実感していただくことができます。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

【会員投票特別賞】

【評価】会員投票の結果、最も多い票を獲得した。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料２ その他のエントリー事例 



その他のエントリー事例 

2-1 

 

 



その他のエントリー事例 

2-2 

 

 



その他のエントリー事例 

2-3 

 

 



その他のエントリー事例 

2-4 

 

 



その他のエントリー事例 

2-5 

 

 



その他のエントリー事例 

2-6 

 

 


	000
	00
	0
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




